
「木造家屋等低層住宅建築工事
墜落防止標準マニュアル」の概要

建設業労働災害防止協会
技術管理部長 安全・衛生管理士

西田 和史

令和７年２月14日（金）
14:00ｰ15:10

第３回 全管連 ウェブセミナー



講話内容
Ⅰ 墜落・転落災害状況と対策の動向

Ⅱ 墜落防止標準マニュアルの概要
１ 木造家屋等低層住宅建築工事の労働災害
２ 足場・屋上・開口部等の作業における墜落防止
３ はしご・脚立等からの墜落防止
４ 安全用品の種類と特徴
５ 関係法令

Ⅲ 墜落･転落視聴覚教材ビデオ（専門工事業者向け）

Ⅳ 「低所での作業 あなたは油断していませんか？」（案）2



死死傷傷死
傷傷しし死
亡数

死亡災害
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Ⅰ―１ 災害事例の紹介

建物屋上からの墜落災害事例（管工事業）
足場からの墜落災害事例
はしご、脚立からの墜落災害事例
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建物屋上からの墜落災害事例（死亡）
［対策］
1 安全帯の使用、監視人の配置等
 屋上等で囲い等が設置されていない個所で
作業を行う場合には、必ず監視人を配置し、
安全帯を使用する等の措置を講じることが
必要である。

2 作業間の連絡調整を十分に行うこと
 元請事業者は、下請事業者間の連絡調整が
スムーズに行えるよう、すべての関係下請
事業者を構成員とする安全衛生協議組織を
設置し、下請事業者の工事の進捗状況を常
に把握する。

 下請事業者の作業実態に即して、足場等の
仮設物を計画的に設置することが必要であ
る。

9

［発生状況］
災害発生までは一人作業となった。午後4時頃、元

請業者の現場代理人が、Aが中央操作室東側の地上に
仰向けに倒れているのを発見した。
災害発生状況を目撃した者はいなかったが、カメラ

をのぞきながら移動し、屋上の端まで来たことに気づ
かず後ろ向きに墜落したものと推定される。

職場のあんぜんサイトより



足場からの墜落災害事例
事例① 外壁の塗装作業が終了し、ブラケット
一側足場上の作業床上の被災者は、２階窓周り
の養生シートを外そうとしたとき、シートを引
き剥がした反動でバランスを崩し、手すりをす
り抜けて約４ｍ下の地面に墜落。
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はしご、脚立からの墜落災害事例

事例① 木造家屋の補修工事において、被
災者は、屋根に立てかけた移動はしごに乗り、
屋根端部の瓦補修を行なっていたところ、バ
ランスを崩して2.2ｍ下の地面に墜落。

事例② 室内電気配線工事の際、脚立の転倒とともに墜落。
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Ⅰ-２ 墜落・転落防止に向けた国の動き

建設業における墜落・転落防止対策の充実強化に関する実務者会合報告書
（R4.10.)

12

１．足場関係の労働安全衛生規則改正（R5.10.1. R6.4.1.施行）

２．手すり先行工法等に関するガイドライン改正（R5.12.26)

３．屋根・はしご、脚立等からの墜落・転落防止対策の促進（R6.3.29)
⇒ 建災防「木造家屋等低層住宅工事墜落防止標準マニュアル」引用

（令和６年３月 2９日付け基安安発 0 3 2 9第 3号



• デジタル技術等新技術の活用・反映、高所作業従事者の安全衛生教育の在り方の情報収集等

• 建設業における労働災害は長期的には減少しているものの、未だに300人近くの方が亡くなっている（令和３年は288人）。
• 建設業における死亡災害、死傷災害で最も多い災害は墜落・転落災害であり、死亡災害では約4割、死傷災害の３割を占めている。
• 建設業における死亡災害を墜落箇所別に見ると、屋根等の端・開口部からが約３割、足場からが約２割を占めている。その他、は
しご、脚立からの墜落・転落災害が近年増加している。

労働災害発生状況

• 屋根等の端・開口部からの墜落・転落災害では、特に小規模工事において、対策を実施するためのノウハウの不足等から手すり等
の設置や要求性能墜落制止用器具の使用等、法令上の措置が不十分。

• 足場での通常作業中の墜落・転落災害では、手すり等がなく、足場の安全点検が行われていない事例が散見されている。
• 一側足場にあっては、法令上手すり等の設置義務がない。
• 足場の組立・解体中の墜落災害では、手すり等がない場合に墜落制止用器具を親綱にかけておらず転落したケース等が認められた。

災害の特徴と課題

１．屋根・屋上等の端・開口部からの墜落・転落防止対策
○ マニュアルの作成・普及
・ 最新の木造家屋建築工事における墜落等防止対策
・ はしご・脚立（内装工事を含む）からの墜落防止対策
・ ２ｍ未満の低所からの墜落転落防止対策
２．足場での通常作業中の墜落・転落防止対策
○ 足場点検の確実な実施
＊ あらかじめ点検実施者を指名（作業開始前及び組立て等後点検）
＊ 点検実施者の氏名の記録及び保存（組立て等後点検）
・ 組立て等後点検実施者は足場の組立て等作業主任者で能力向上教
育を受講した者等を推奨、点検実施者の能力と労働災害や法令違反
との関係について調査・検討

３．足場の組立・解体中の墜落・転落防止対策
○ 作業手順の遵守徹底
・ 足場の組立・解体作業時における正しい作業手順の遵守の徹底
○ 手すり先行工法等の普及促進
・ 「手すり先行工法等に関するガイドライン」の内容の充実（足場部
材の最新の安全基準の反映等）、周知・指導とフォロー

４．足場の壁つなぎの間隔
・ くさび緊結式足場での壁つなぎ間隔等について、足場に関する科学
的知見の収集とデータに基づいた対応

講ずべき対策 ＊は法令改正事項 ○ 一側足場の使用範囲の明確化
＊ 本足場の設置に十分なスペースがある場合には、本足場を使用す
ることを原則

将来の課題

建設業における墜落・転落災害防止対策の充実強化に関する実務者会合報告書（R４．１０）

13



木造家屋等低層住宅建築工事墜落防止標準マニュアルの策定
屋根、はしご・脚立等からの墜落・転落災害防止対策の促進

（令和６年３月2９日付け基安安発0 3 2 9第3号）

３．はしご・脚立等からの墜落防止
○ はしご・脚立等の安全性基準、使用に関する安全対策
〇 はしごに関する法規制、イラストによる正しい使い方
〇 脚立に関する法規制、イラストによる正しい使い方

    〇 アルミニウム合金製可搬式作業台の正しい使い方

１．木造家屋等低層住宅建築工事の労働災害
○ 墜落・転落災害のうち、屋根、はしご・脚立等が約８割
〇 足場、屋根・梁、はしご・脚立からの災害事例紹介
２．足場・屋根上・開口部等における墜落防止
〇 リスクアセスメント実施手順と作業手順書作成等
〇 足場の設置の安全対策、足場関連の規則改正を反映
〇 開口部等作業でのｽﾗｲﾄﾞﾚｰﾙ式安全ﾌﾞﾛｯｸ工法の作業手順
〇 屋根上でのリフォーム等作業での足場の設置が困難な場合
の安全対策（親綱方式）

標準マニュアルの内容

標準マニュアル策定の背景・主旨

［背景］屋根等からの墜落・転落災害は建設業死亡災害の約３割、はしご・脚立からの災害が増加傾向にあること。
［主旨］令和４年の実務者会合報告書及び令和５年の閣議決定による基本的計画において、屋根、はしご、脚立等か
らの墜落・転落災害防止のためのマニュアルの見直し、作成等が明記されたこと。

4．安全用品の種類と特徴
○ 墜落制止用器具等の構造、特徴、使用上の注意事項等

    〇 保護帽の使用上の注意事項、着用方法等
〇 安全靴の耐滑性、屈曲性及び安全性

５．関係法令、規格、ガイドライン

脚立の正しい使い方ｽﾗｲﾄﾞﾚｰﾙ式安全ﾌﾞﾛｯｸ工法開口部周りの墜落防止措置の例



Ⅱ 墜落防止標準マニュアルの概要

１ 木造建築工事の墜落災害 p.1-9
２ 足場・屋根上・開口部等の作業における墜落防止

（１）リスクアセスメントと作業計画  p.10-14
（２）足場の設置をはじめとする安全対策  p.16-18
３ はしご・脚立等からの墜落防止  p.56-73
４ 安全用品の種類と特徴 p.74-87
５ 関係法令等 p.88-

木造建築工事墜落防止標準マニュアルQRコード ⇒



Ⅲ―２．１．１ リスクアセスメントと作業計画
マニュアルp.10-13
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Ⅱ-２．１．２ リスク低減対策の作業手順書へ反映
マニュアルp.14

17

作業手順書を踏まえたKY活動の実施
・作業手順書によって評価の優先度に沿っ
てKY 活動を実施することが有効。

・リスクアセスメントによる作業手順書におい
て、対策の優先順位が盛り込まれているの
で、決定した対策を実践することが重要。

・作業手順書は、KY 活動実施場所に据えて
おき、新規入場者に対しても作業手順の周
知やマンネリ防止のためにも常時作業してい
る作業者と確認して、不具合があれば修正
する。



２．１．３．個人用保護具（安全帯）の使用
墜落制止用器具の選定要件 p.15
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２．２．１ 足場の設置基準
（１）「足場先行工法に関するガイドライン」の適用工事 p.16
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２．２．１ 足場の設置基準
（2）ガイドラインで使われる用語 p.17
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Ⅱｰ3 はしご・脚立等からの墜落防止

（１） はしご使用時の安全対策 p.58-63
（２） 脚立上での作業の安全対策 p.64-69
（３） 可搬式作業台上での作業の安全対策 p.70-73



３．１．１（２） はしご・脚立等の安全性に関する基準等
マニュアルp.57
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3.1.2 はしご・脚立等の使用に関する安全対策
マニュアルp.57

①変形・へこみ・損傷のない機材を正しく設置

②不安全行動を行わないこと

③はしごについては、高所と地上との間を昇降することを目的

④使用前に可動部分は正しく機能するかのチェック

⑤製造者のマニュアル等しっかりと確認し遵守

⑥保護帽を着用する。保護帽は墜落時保護用のもの

⑦昇降は３点確保、使用時は身を乗り出さない

⑧こまめに設置位置を作業位置の近傍に移動
24



３．２．２ はしご使用時の安全対策 マニュアルp.59、60
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はしご使用時の安全対策 マニュアルp.61,62
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３．３．２．脚立上での作業の安全対策
マニュアルp.64,66



脚立上での作業の安全対策 マニュアルp.68



「墜落・転落災害の防止」視聴覚教材より



30

マニュアルp.68



「墜落・転落災害の防止」視聴覚教材より



３．４．２ アルミニウム合金製可搬式作業台を使用する作業
の安全対策 マニュアルp.70,71
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「墜落・転落災害の防止」視聴覚教材より



Ⅱｰ４ 安全用品の種類と特徴
１．墜落制止用器具

（１）構造、（２）種類と特徴、（３）特性、（４）使用上の注意事項

（５）点検項目と廃棄基準

２．保護帽

（１）使用方法、（２）着用方法、（３）保守管理基準

３．安全靴

（１）耐滑性、（２）屈曲性、（３）安全性
34



４．１．墜落制止用器具
マニュアルp.74,75

4.1.1 墜落制止用器具等の構造
①6.75メートルを超える箇所で使用する墜落制止用器具はフルハーネス型。
②墜落制止用器具は、着用者の体重、及びその他の装備品の質量の合計に耐えるもの。
墜落制止用器具には、使用可能質量を超えないような器具を選定する。

③ランヤードは、作業箇所の高さ及び取付け設備等の状況に応じ、適切なもの。
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４．１ 墜落制止用器具
ショックアブソーバ p.75
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4.1.2  墜落制止用器具の種類と特徴
フルハーネス型、胴ベルト型、ランヤード p.76-78
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4.1.3  墜落制止用器具の特性
フルハーネス型、胴ベルト型、ランヤード p.78-79
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4.1.5 墜落制止用器具の使用上注意 p.81
4.1.6 廃棄基準等 p.83
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４．２ 保護帽の着用方法 p.85,86
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４．３ 安全性 : 耐滑性、屈曲性、安全性 p.87
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Ⅱｰ５ 関係法令等 p.88‐104

１．労働安全衛生法、施行令、規則

２．墜落制止用器具の規格

（平成31年1月25日 厚生労働省告示第11号）

３．墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン

（平成30年6月22日付け基発0622第2号）
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１．安全帯が「墜落制止用器具」に改められた。

※Ｕ字つり用胴ベルトは「墜落制止用器具」には含まれない。

２．フルハーネス型の着用を原則義務化

※ただしフルハーネス型の着用者が地面に到達するおそれのある場合

（高さが6.75ｍ以下）は、胴ベルト型（一本つり）を使用することが

できる。（建設業では５ｍ以上はフルハーネス型推奨）

３．安全衛生特別教育が必要

※高さが２ｍ以上の箇所において、作業床を設けることが困難な場合で、

フルハーネス型を使用して行う作業（ロープ高所作業は除く）

44

墜落制止用器具（安全帯）法令改正のポイント



下記のQRより動画を視聴できます。

「墜落・転落災害の防止」

専門工事業者等の安全衛生活動支援事業
（視聴覚教材）
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Ⅳ 「低所での作業 あなたは油断していませんか？」（案）
作業員向けリーフレット



47



ご安全に！

ご清聴ありがとうございました

木造建築工事墜落防止標準マニュアルQRコード ⇒
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